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１ ワークショップの概要 
 

（１）ワークショップの目的 

  市民参画の視点からも、計画策定の過程で市民の

皆さんの意見を聴取する機会となるよう、市民が「楽

しく、積極的」に参画できる「ワールド・カフェ方

式」によるワークショップを実施しました。 

また、ワークショップでの意見をもとに、今後の

さぬき市に必要な取り組みについて検討するととも

に、市の魅力の再発見や市への愛着の醸成につなが

るような視点をふまえたものとしました。 

 

（２）ワークショップの実施テーマ 

 

 

 

 

 

  さぬき市を「住みたくなる、住み続けたくなるまち」にするために必要なもの、理想のさぬ

き市の実現に向けてのアイディアやさぬき市の課題などについて、意見交換を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

さぬき”Machi Cafe” で語り合う わがまちの未来 

～住みたくなる、住み続けたくなるさぬき市をめざして～ 
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（３）ワークショップのプロセス 

ワークショップには大学生や若手職員、市内に在住・在勤する市民を中心に参加いただき、

実施しました。 

実施手法については、「語り合い」を中心とした「ワールド・カフェ」方式と呼ばれる手法を

用いて実施しました。 

 

  ■ワークショップ開催スケジュール 

実施日時 参加人数 

平成 30 年 8 月 4 日（土）10：00～12：00 47 名 

 

 

 

 

 

 

 

（４）ワークショップの全体像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ワークショップテーマ「これからも住み続けたい さぬき市にはこれが必要！」 

①今回のワークショップの主旨、実施方法についての説明、アイスブレイクの実施 

②ワールド・カフェ方式で話し合い、席移動もしながら、意見を出し合っていただく 

③最後に、語り合いを通じて、「とりまとめカード」を作成 

④とりまとめカードの共有（ギャラリーウォーク） 
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２ ワークショップの手法 

 

（１）ワークショップとは 

ワークショップとは、先生や講師から一方的に話を聞くのではなく、参加者が主体的に論議

に参加したり、言葉だけでなく体や心を使って体験したり、相互に刺激し合い学び合う、グル

ープによる学びと創造の方法です。 

今回は「ワールド・カフェ方式」という手法で実施しました。 

 

（２）「ワールド・カフェ」とは 

「知識や知恵は、管理されがちな会議室で生まれるの

ではなく、人々がオープンに会話を行い、自由にネット

ワークを築くことのできる"カフェのような空間"でこそ

創発される」という考え方に基づいた、話し合いの方法

の一種です。 

 

（３）特徴 

 

・アイディア出しをする際に効果的な手法です。 

・年齢や職業にとらわれない参加者同士の自由な対話を行えます。 

・本物のカフェのようにリラックスした雰囲気の中で、テーマに集中した対話が可能です。 

・自分の意見を否定されず、尊重されるという安全な場で、相手の意見を聞き、つながりを意

識しながら自分の意見を伝えることにより生まれる「場の一体感」を味わえます。 

・最終的に一つの結論を出す収束型ではないため、決め事をするときには不向きです。 

 

 

 

 

 

  



4 

（４）実施手順 

ワールド・カフェの基本手順は次の通りです。 

 

【第１ラウンド】 

①はじめに座った席での話し合い【第１ラウンド】 

５人～６人で１つのテーブルに着席し、

出されたテーマについて自由に話し合い

ます。その過程では、テーブルに敷いてあ

る模造紙に自由にメモを書き込んでいき

ます。 

 

 

 

 

 

 

②テーブルにつき１名を残して別々に移動 

時間がきたら第１ラウンド終了です。１

名だけ“テーブルホスト”として、テーブ

ルに残ってもらいます。他の方は“旅人”

として、別々のテーブルへ移動します。 
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【第２ラウンド】 

③次に座った席での話し合い【第２ラウンド】 

続いて、新たに集まったメンバー５人～

６人で１つのテーブルに着席し、出された

テーマについて自由に話し合います。 

初めにテーブルホストより、第１ラウン

ドでそのテーブルで行われた話し合いの

概要を説明し、それぞれ新たに集まったメ

ンバーからは各テーブルで出た内容を簡

単に説明してもらいます。 

第１ラウンドと同様に、その過程では、

テーブルに敷いてある模造紙に自由にメ

モを書き込んでいきます。 

 

 

 

【第３ラウンド】 

④最初に座った席での話し合い【第３ラウンド】 

最初に座った席でテーマに基づいて、ラウンド１、ラウンド２で得られた発見や気づきを

共有し、話し合いを深めます。 

 

⑤プロジェクトカードを記入する 

話し合った内容をプロジェクトカードにとりまとめていただき、最後にギャラリーウォー

ク形式で全体共有を行います。 
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３ ワークショップ内容のまとめ  

 

（１）開会・あいさつ 

事務局からの連絡事項のあと、大山市長から参加者 の

皆さんへ開会のあいさつをいただきました。 

 

 

 

 

（２）オリエンテーション 

参加者の皆さんにテーマ―の説明や総合計画についての概要説明を行いました。また、アイ

スブレイクを挟み、ワークショップ実施についての目的や趣旨の共有を図るとともに、ワール

ド・カフェの方法について説明を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）テーブルに分かれて「語り合う」 

  テーブルに分かれて「これからも住み続けたい  

さぬき市にはこれが必要！」について、語り合いまし

た。その際、テーブルクロスにたくさんのアイディア

や意見を書き込んでいただきました。 
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（４）「これ必要カード」へ記入 

  最後に、今回の語り合いの中で出来てきた意見をもとに「さぬき市プロジェクトカード」を

作成いただき、参加者の意見をとりまとめました。 

  カードには、「プロジェクト名」「さぬき市の磨き上げポイント（強み・弱み）」「プロジェク

トの説明」をとりまとめていただきました。 
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（５）話し合いの内容 

プロジェクトカードへ記入いただいた内容の分類分けを行いました。 

 

大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

情
報
発
信
（
Ｐ
Ｒ
） 

ＳＮＳでの宣伝 

ＳＮＳの広告による観光地のＰＲ 

広告をクリックした後に飛ぶサイトの準備→現状では分かりにく

い。必要な情報が取れない。情報もデザインも古い。 

いいなと感じてもらった人に必要な情報を確実に手にとってもらえ

るサイト 

ＳＮＳ活用 

さぬき市の 

観光地アピール 

さぬき市以外からの集客も大切だが、まず、さぬき市民に対して

も魅力をアピールしていく。あるものを活かして活力のあるまちづく

りをしていく。突発的→続けていく努力をして変化・改革をしていく

気持ちで。 

インナープロ

モーション 

インスタ  

フォロワー数ＵＰ作

戦 

災害の少ないさぬき市を全国に広める。海・里・山の生きる力をＰ

Ｒする。 

・広報、ＴＶ局へのニュース配信 

・インスタ発信 

・住みたくなるさぬき市へ 

・職場の創出 

・２世代３世代同居への補助（行政） 

ＳＮＳ活用 

周知方法 

さぬき市 

情報発信強化 

さぬき市のユーチューバ―を作る。 

ＳＣＮをＹｏｕｔｕｂｅなど動画サイトからも見れるようにする。 

子どもと高齢者の交流の場を作る。 

大手企業誘致→災害が少ないことをＰＲし、都会の企業を呼び

込む。 

ツイッター、インスタなどＳＮＳの普及。 

聖地を作る。（アニメ、ドラマ、映画、小説、漫画など） 

ＳＮＳ活用 

住みたくなるまち 

広報はＳＮＳ、Ｙｏｕｔｕｂｅ、ツイッターなどの活用。（テレビ局なども

情報源はインターネット） 

さぬき市ＰＲユーチューバ―。 

農業、漁業などの企業があればいいものを販売でき雇用も幅広

い年齢の方がこれる。 

ＳＮＳ活用 

ＰＲ方法 

さぬき市は何でもあるが、これぞと思うことをひとつＰＲする。（あれ

もこれもとは考えない）よそ者をパッと集めてＳＮＳで発信してもら

う。 

ＳＮＳ活用 

ＰＲ方法 

― 

若い世代が集まる（遊べる）場所、施設の整備。せっかく海、山が

あるのにもったいない！ 

若い人を呼ぶ→人気が出る→ツイッター、インスタで広い世代に

広まる！住むにはよいところだが、遊べるところはない。という声が

多い。 

ＳＮＳ活用 
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大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

情
報
発
信
（
Ｐ
Ｒ
） 

情報拡散しよう 

海や山もあって、物もかなり揃っているので、良いところである。 

行政の方も色々やっているが、自分たちの方から調べないと何を

やっているのか分からないので、伝わっていない。 

ＳＮＳなどもやっているみたいだが、もっと工夫が必要→新聞など

にも情報を載せるようにしたらどうか。四国新聞にはあまり載って

いない。 

ＰＲ方法 

おーい！集まれ 

環境よし、食べ物よし、何でもあるが発信できてない。 

若者が住めるように集まれる施設、遊べる施設、買物ができる施

設をつくろう。 

温泉では若者は来ないぞ！ 

農業法人を立ち上げ、高齢者の再々就職を！ 

ＰＲ方法 

地元の起業ファイ

ト作戦 

「靴、自転車、手袋、人、いろいろ」地元の素晴らしい企業や個人

をケーブルテレビで紹介→ネットに載せる（ＳＮＳ） 

クアタラソを利用する 

ＳＮＳ活用 

― 

災害が少ない→ＰＲ方法→ＳＮＳなど 

移動手段→コミュニティバス→必要な時間、場所のアンケート

（デイサービスなどで） 

コミュニティバスと分かる工夫→ラッピングカーにするなど（三木

は獅子舞） 

ＳＮＳ活用 

住み続けたくなる

町をＰＲする 

観光、来たくなる町、市のＨＰなどに写真、行事などを広く積極的

にＰＲして発信する。 

小学校などを統合してその空き地利用の計画。いろいろな施設、

観光地などへのアクセスの整備、住民の足の確保。 

ＰＲ方法 

老いも若きも住み

たくなるまち 

さぬき市のＳＮＳがあるが、活かしきれていない。自然や上がり三

ヶ寺だけでなく、さぬき市の良いところ悪いところを見つけＳＮＳで

毎日発信していく。インスタ、ツイッターラインをどんどん活かして

さぬき市に興味をもってもらうことから始めると良いかもしれない。 

ＳＮＳ活用 

外だけでなく内側

から香川県さぬき

市を知る 

自然や教育環境の良さを活かしきれていない！！ 

活かすための広報力（とりあえずＳＮＳで）や交通の便利さがな

い。 

聖地巡礼。 

ＳＣＮニュースをＹｏｕｔｕｂｅに！→いつでも見られる。 

デマンドタクシー（安くタクシーを利用）やコミュニティバス（ＪＲやこ

とでんの時刻表と連携していてよい）を活かす。 

待機児童の少なさ→他県の待機児童も受け入れられる。 

ＰＲ 
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大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

移
住
定
住 

さぬき市 住みでも 

飲み隊！！ 

若者の定着に、今足りないものは何なのか。 

「遊ぶところ、遊べる環境」「就職先」 

高齢者への支援のひとつにタクシーチケットなるものがあるが、

若い世代へは・・・。 

飲みに行く際の手段は、歩き、車、チャリ、電車、バス。 

車→飲めない。 

歩き、チャリ→行ける所が限られる 

電車、バス→終電問題 

タクシー→高い 

コミュニティバスの夜間運行は？タクシー負担を軽減させる方

法は？飲み屋も少ない。住む所も少ない。→シェアハウス→賃

金あげて。 

◎力を入れる↓ 

働き先が高松になっても、さぬき市に住みたいと思うようなまち

に。子育て世代支援充実。 

企業を呼び込む（これは県全体で取り組んでほしい） 

防災・・・南海トラフ怖い。 

交通機関の見直し 

若者定着 

子育て支援 

若者と高齢者が 

バランスよく 

住める町 

高齢者がいきいきと出来る場所や文化的施設がありディサービ

スだけでない充実の自己啓発や前向きに生きることができる方

法を考える。 

子どもが外に出て遊べる公園や、仲間づくりのできる場所の充

実。 

大学で外に出ても又、さぬき市に帰れる仕事場がある。スタバも

ある。 

発信力をつけ、さぬき市の良さを全国に知らせる。 

多世代共生 

人が外から来る、戻

るために、まず内側

から 

住みやすい環境は素晴らしく揃っているのに、それを活かしきれ

ていない。 

農業を受け継ぐための会社をつくる。 

空き家バンクだけでなく、それをオシャレにリフォームした後の家

を提供。 

デマンドタクシーの利用。 

子どもとお年寄りが一緒に過ごせる施設。 

とにかくＳＮＳを使った広報。広報の仕方、テクニック 

資源のブラッ

シュアップ 

伝統と進化の 

融合した 

ハイブリッドシティ 

古い学校施設を多目的スペースや事務所にして田舎で仕事を

したい都会の人を誘う。 

夜も出歩きたくなる施策手段の構築（さぬき市内の飲食店なら

移動手段を割引きなど）→夜呑みに行けない。高松まで行くの

は面倒。移動手段は使いにくい。 

就職先の確保。国とは別のさぬき市ならではの就農支援策をつ

くる。商業、農業の後継者の確保（助成や支援策） 

子ども、大人も楽しめる施策 

公園などをアドベンチャー施設に変える（自然を活かす） 

移動支援 

就労支援 
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大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

移
住
定
住 

高齢者が幸せに住

めるシェアハウス！ 

若者が働ける総合

的な複合施設 

総合的な複合施設（高速の近く、ショッピング、遊び、食事、体

験など） 

市民の働く所が増える。 

近くに高齢者シェアハウス（施設とは言わず！） 

近くの海、うどん屋など一緒に行けたりすることも。 

３世代で住めるアパートメント（１Ｆ共有スペース、遊べる部屋、

バーベキューやパットゴルフ、café） 

多世代共生 

我がまち さぬき市 

共生ＰＪ 

さぬき市の施設を利活用する（予算の都合で削除なし） 

住民意識、共助精神を高める。 

若い人達の職場、企業が進出しやすい条件で迎える。 

企業誘致（優遇する）→若い住民増加→子供が増える 

若い労働力（収入が生活の基本） 

多世代共生 

若者が育てていく町 

ＳＮＳでの広告をする。それぐらいの初期投資は仕方ない。 

意欲ある学生、企業はたくさんいるため、行政と繋げることでスピ

ードと質の高さは上がる。 

若者を永住ではなく、外に出た若者を戻って来させてその人た

ちに魅力ある町を作ってもらう。 

ＳＣＮニュースをＹｏｕｔｕｂｅに！ 

源内の改革プロジェクトをもっと押す！ 

２年でツイッター65 フォロワーはやばい！！ 

今回のような場をもっと作る（３時間は必要） 

これからの時代はいかに無料で提供できるか。 

ＳＮＳ 

若者発信 

Ｕターン 

老いも若きも住みた

くなるまち 

景色の優れた、ここまで開発している大串半島をもっと活かす

べき。志度寺、長尾寺、大窪寺の世界的財産を持つさぬき市だ

から、これを活かすべき。 

普及センター、ＪＡの指導を頂いて、「さぬき市にはこれがある」

という農産物を指導していただきたい。６次産業化の起業に力を

入れてほしい。 

高齢化と鳥獣害で遊休農地が増えるのでは。（農地が山林化し

ている。食糧難の時代が来る。下限面積を下げて、農業したい

人を増やす） 

資源活用 

農業（６次産

業化） 

老いも若きも住みた

くなるまち 

デマンドタクシー 

休耕田の土地利用、借農園など 

商店街の活性化 

若者の住みやすいまちにするための企業誘致 

ネットを使った町の活性化を図る 

公共交通 

農業 

老いも若きも住みた

くなるまち 

１大型商業施設（用地がある） 

２若い人が酒を呑めるような場所（イケメンバーテンダーがいる

店で女性を集め、そこに男性も集まってきて呑める、眠らない賑

やかな町にする。） 

車のディーラーが来るようなまち。 

商業施設 

賑わい 
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大
項目 プロジェクト名 説 明 

その他 
キーワード 

移
住
定
住 

老いも若きも住みた

くなるまち 

学生街として発展していきたいので、人を呼ぶためにも娯楽施

設の充実が必要。 

若者を地域に引き戻すため、魅力的な就職先が必要。 

子どもがつくりやすい支援も必要。 

若者がしっかり生活していれば、老人もしっかりサポートできる。 

賑わい 

若者支援 

老いも若きも住みた

くなるまち 

高齢者用にデマンドタクシー及び琴電ゴールドイルカを導入す

る。 

商店街に若い経営者が参入できるよう政策的な措置をとる。

（税制上の優遇を考える） 

防災対策（豪雨および南海トラフ地震）を真剣に考えておく。 

公共交通 

防災 

若い人が住みたい

町に！ 

若い人向けの施策 

市が安く宅地分譲する（高松や三木にないような、庭や畑付き

の広い宅地、家が建てこんでいるのではなく、ゆったりとした宅

地） 

空き家を安く提供 

新築したら補助金を出す 

結婚・出産したら祝金を出す 

さぬき市の良さをＰＲする 

子ども子育て施策の充実 

働く場所を増やす 

若い人の遊べる場所をつくる 

市が若い人の要望を聞く場をつくる（若者カフェ） 

若者支援 

若者が住みたくなる

まちに 

今住んでいる人向け 

・次世代の教育、子育て支援の充実 

・知名度を上げるようなＳＮＳ発信、メディアへの情報提供 

・若者が集えるような場所づくり 

今住んでいない人向け 

・空き家をリフォームし、住居を提供 

・コミバス運用の見直し 

若者支援 

空き家活用 

住みたい！さぬき

市！！ 

・何からでもやってみる 

①コミュニティバスのあり方 

②空き家活用について（県外移住者、カフェなど） 

③市全体で考える！ 

市外客が増えるイベントなど（ＰＲ）「さぬき市を知ってもらおう」各

年ごとに場所を変えて「教えたいこと」「知ってほしいところ」を外

に向けて発信する。 

・発信方法を試行錯誤してみる 

①他班のイラスト説明は目を引いた 

②５町（旧町）の垣根を取り除くことを第一に 

公共交通 

空き家活用 

ＰＲ 

おーい！集まれ 

空き家を市が若者用にリフォームして無料で住んでもらう。 

何年か住み続けたら（子どもが３人以上できたら）その家をプレ

ゼントする。→人口が増える！ 

若者支援 

空き家活用 
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大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

移
住
定
住 

ふるさと「さぬき市」

でゆったりのんびり 

高校も多い、学校も多い、子育てしやすいのでは？ 

自転車、手袋、凄い企業が多いのでは？ 

住むならさぬき市でいいかな、と思って欲しい。 

施設も多いから、知ってくれたら行くのにと思う。 

情報発信！！ 

定住 

ＰＲ（情報発

信） 

家族大好き 

２世帯って不安もいっぱい。でもいいこともたくさんある。 

皆で暮らす、素敵な家庭。補助があればきっとみんなさぬき市

に来たくなる。 

平日はおばあちゃん、休日はママがごはんを作って 

家庭菜園は魅力的、土地があれば皆してみたい 

共働きでもおじいちゃん、おばあちゃんが子どもを育てるのを手

伝ってくれる 

２世帯住宅には住宅補助を。補助金はうれしい。 

こんなプロジェクトＳＮＳにあったら見ますよ 

２世帯支援 

観
光 

津田の海にもっと 

子どもを・・・ 

海の上に浮き島だけでなくエアー遊具を。マリンスポーツを楽し

めるコースツアーなどあれば、子供連れが増加し、クアタラソ・ベ

ッセルの宿泊客の増加も望める。 

ドルフィンセンターとのつながり。 

観光誘客 

あのにぎわいをもう

一度！ 

もっとＰＲして、良さを広めたい。 

海水浴体験（ライフセーバーさんがいます） 

地引き網体験 

白砂青松 

浜カフェ 

近くにはイルカと遊べる場所あり 

七福神の松めぐり 

花火大会 

ビーチバレー 

カヌーの大会 

などなど 

観光資源の

ＰＲ 

市民農園でさぬき

市耕作 
宿泊しながらの農業体験 

グリーンツー

リズム 

教
育 

統合校を！ 

観音寺市の様に新しい新設校（高校） 

生徒が増えれば、ＪＲの利用者も増える。 

良い環境の学校があれば移住者の増加も望める。 

教育環境 
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大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

健
康 

健康（寿命）プロジ

ェクト 

アンチエイジングのために野菜を多く食べて葉酸摂取（400mg

以上）を推進して健康寿命を延ばす。料理の提案に加え、温泉

などでも美味しい料理を提供し幅広いキャンペーンを実施す

る。 

健康 

食との関連 

守ってくれるさぬき

市 

体験者が検査の大切さを学校で話す。避妊だけでなくガンの原

因となるウイルスからも身を守れるように、また男性もパートナー

を守れるように。 

ＧＰＳのついたタグを子どもに貸し出してほしい。そのような企業

があることを市民に知らせてほしい。 

インスタの共有ハッシュタグ、アカウントを作って写真を募集して

フューチャーしてはどうか。＃さぬき市の絶景 など 

普及啓発 

子どもの安全 

情報発信 

公
園 

みろく公園のアスレ

チック改修 

子どもがアスレチックが大好きでよく行きます。せっかく自然が豊

かでいい公園なのですが、アスレチックの遊具が古いのが残念

です。一部でも改修して安全に遊べるようになればと思います。 

公園の改修 

ゲートボール兼公

園 

ゲートボール場に遊具を設置して、公園としても使用できるよう

にする。→子育て世代安心→高齢者にとっても子どもがいると

活力になる。 

公園の改修 

交
通 

おいでまぁせ 

さぬき市 

コミュニティバスを通学に。土日も同一料金、時間帯も考える。 

大川バスの本社に寄らず直通便を観光客用にする。 

八十八か所に特化したバスも（観光用） 

人を乗せずに走らせるのはやめる。 

公共交通の

活用 

タクシー、コミュニテ

ィバスを利用しやす

く 

高齢化社会、車社会のため、高齢者は免許を返納すると引きこ

もりがちになる。 

コミュニティバスがあるが、非常に利用しづらい。 

いろんな所に寄る、時間がかかる、タクシーはお金が高い。 

その結果、引きこもりがちになる。 

・コミュニティバスの改良、特典をつける 

・タクシーの低料金化 

コミュニティ

バス 

公共交通 

さぬき市魅力発信 

プロジェクト 

交通・・・観光のために便利に、バス利用の時刻、料金、観光地

の整備 

発信力・・・地域との交流、自治会（若い人も参加する）、研修

参加、ケーブルＴＶ、企業の CM 

交通 

魅力発信 
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大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

拠
点
づ
く
り 

温泉ゆっくりほっこり 

健康、食事、勉強、あそび、くつろぎ、会話、見守り、しつけ等の

世代間交流ができる居場所づくり。 

子ども食堂。 

コミバスで移動できたらいいな。 

多世代交流 

総合的・複合的施

設の建設 

施設の中身 

１若い人が将来のことを語ったり、歌ったりできる。 

２働き盛りの人が休みの日にゆっくりしたりジムもできる。 

３定年後の人がゆっくり温泉につかれる。 

４体力を増進したい人が自転車で大窪寺に行ったり、平賀源内

記念館にも行ける。 

５その施設へ行くとそこにしかない料理が食べることができる。グ

ルメが大切。 

以上のことを通じて、口コミで本市の認知度が高まっていくと思

う。 

多世代交流 

多機能 

総合・複合施設の

建設 

さぬき市に住んでいる身として、他の地域の人にさぬき市の良い

所を聞かれても困ってしまう。 

逆に言えば何もないところが落ち着けるまちなのかも知れない

が、それでは町の強みとしてはインパクトが足りない。 

そこで若者からお年寄りまでが楽しめる総合施設が必要だという

結論に至った。 

若者が集まって楽しめる場所、お年寄りが落ち着ける場所があ

れば、まちとしてのインパクトが強まり、「住みたくなるまち、住み

続けたくなるまち」へ近づけるのではないか。 

それに伴い、さぬき市は情報の発信力が他の地域と比べると弱

いという意見もあり、それの改善も必要であると考えた。 

多世代交流 

多機能 

 

さぬき市みんなの

まちづくりプロジェク

ト 

世代別のニーズに合った企画、情報発信 

子ども：公園、市のお祭り、郷土についての教育 

若者：遊ぶところ、ショッピング施設、ＳＮＳの活用 

子育て：子どもを育てやすい環境、政策 

高齢：公共交通機関の充実、ケーブルテレビ 

→定期に様々な世代が集まって話し合える場 

→「世代別」から「みんなが住みやすい」につなげる。 

多世代交流 
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大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

一
次
産
業 

起業家募集 

さぬき市は農業があり、心身ともにいい。農業や漁業を守る会社

を作ってほしい。会社は高齢者（60～70 歳）でフル活動ではな

く、４時間限度の会社。本物の野菜、魚、果物の味を伝えるた

め。 

農林漁業の

活性化 

さぬき市美味しいプ

ロジェクト 

オンリーワン「さぬきといえばコレ！」という名物野菜や果物をつく

る。（ブランディング） 

１農業従事者の確保 

気軽に農業に参加できる環境（農業法人化、一般人への農地

貸し出し）、指導員など専門家の確保、高齢者の参加斡旋、 

各種法整備 

２名物料理 

お菓子などへ展開 

３外部ＰＲ 

人をどうやって呼んでくるか？→ＳＮＳ？ 

主要駅など近くの宿泊地→観光産業へ活かす（八十八か所、

大串の海） 

特産品 

子
育
て
支
援 

子育て世代応援プ

ロジェクト 

「自然豊かな環境」で子育ていたい方々に対し、セットで支援し

ていく。 

①宅地の格安提供、建築補助。 

②空き家リフォーム（市がオシャレなリフォームを施し、賃貸、販

売する） 

③市民農園・・・農業を気軽に行えるように週末農地を用意す

る。 

④ＰＲ・・・ＳＮＳで様々な発信（地域の人たちが「自信」をもてる

地域に。市外の人達に「自然豊かで子育てしやすい」をアピー

ル） 

⑤就職支援・・・共働きを前提に。ワークライフバランスを重視し

た企業を増やし、それらを市がＰＲ。職種は少ないが働きやすい

企業が多いというイメージづくりを。 
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大
項
目 

プロジェクト名 説 明 
その他 

キーワード 

ま
ち
づ
く
り 

さぬき市コンパクト

シティ 
高齢者が住みやすい町→ＩＣＴ・先端技術を活用したインフラ インフラ整備 

Let's 未来へ 

社協の体制の見直し。自立した活動を支援。 

10 年先に必要なものは何か、未来を見据えての活動支援。 

古い体制のものは合わせて一つにまとめる。 

ＮＰＯを作り、独立採算へ（子育てサロン等）←雇用に繋げる。 

団体支援 

脱・少子高齢化！

住みやすさからの

発展 Project 

プロジェクトの趣向 

さぬき市は確かに良い所。でもこれといった決定打がない。そこ

で！まずは今あるものを活かしてそこからの発展を目指す。 

プロジェクトの概要 

①今ある施設の活用・・・ＰＲの方法が大切（ＳＮＳなど） 

今すでにある施設を予算の範囲内でどう活用するか。旧町によ

って差異、それはそれでＯＫ。でも人と人のつながりのコミュニテ

ィを広げて活かすことも大事。 

②総合的・複合的施設の設置 

今のさぬき市は何もないからのんびりできて楽といえば楽だけ

ど、若い人が遊ぶ場所がない。これだと若い人は離れていくし、

少子高齢化は進む一方。 

カフェや、居酒屋、ショッピングモールが欲しい。 

高齢者も一か所で全てが済む場所があれば便利。 

 

①の収益で②の総合的複合的施設をつくろう！ 

ＰＲ 

賑わい 
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○今回のワークショップでとりまとめてもらったカードでは、「情報発信」「ＰＲ」に関するプロ

ジェクトがもっとも多くなっていました。特にインスタグラムや twitter などのＳＮＳを活用

した情報発信へのアイディアが多くなっています。 

○さぬき市には自然環境、生活環境、教育環境などの「住みやすい環境」が揃っているが、周知

につながっていないとの意見もあります。 

○情報発信の方法も単に紹介を行うのではなく、「さぬき市はこれ！」というようなポイントを磨

き上げるなど、ＰＲ手法にも工夫が必要。 

 

 

 

 

○移住定住促進では、「若い世代」「高齢世代」がともに生活しやすい移住・定住環境への意見が

多くなっています。 

○若者向けへの支援では、就労面（仕事の創出）や商業施設などの賑わいづくり、高齢者向けへ

の支援では、特にコミュニティバスの有効活用を含めた公共交通の整備などがご意見としてあ

がっています。 

○空き家をリノベーションして賃貸・テナント貸出しなど、空き家の活用方法についてもご意見

がありました。 

 

 

 

 

○さぬき市の良さ＝自然が多い、災害が少ない、農業・漁業などの一次産業など 多くの要素が

挙げられています。そうした今ある良さを生かすことで、住み続けたい・住みたいまちとして

の魅力をより高める必要についてのご意見が多くありました。 

 

 

 

情報発信やＰＲに関するプロジェクト 

多世代を対象とした移住促進 

既存の資源の磨き上げ 
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５ 参考資料 

（１）テーブルクロスご意見 
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